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図2HPLC－PDAによるシルデナフィル及び類似成分の
　　クロマトグラム
　A：標準溶液，各成分いずれも5μg／rnL
　B：試験品の抽出液，試験品の重量あたり10000倍に希釈
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　この試料からは保持時間10．5分にピークを示す成分が
検出され，その保持時間はシルデナフィル標準品の保持時
間と一致した．図3Aにはシルデナフィル及びその類似
成分の紫外吸収スペクトルを示した．図3Bに示すように，
試料の10．5分の保持時間で溶出される成分の紫外吸収ス
ペクトルはシルデナフィル標準品のスペクトルと一致した．
このことからこの試料にはシルデナフィルが含有されてい
ることが認められた．
　図4にシルデナフィル及びその類似成分をHPLC－MS
で分析したときのマススペクトルを示した．シルデナフィ
ル，バルデナフィル，タダラフィル及びホンデナフィルに
はそれぞれm／z475，489，390及び467に化合物固有の
［M＋H］＋イオンが検出された．SIM法の選択イオンに
これらのイオンを設定し標準溶液を分析したところ，図5
Aに示したように各成分が保持時間10分から17分の間
に検出された．試料では図5Bに示したように，保持時間
12分にシルデナフィル（m／z475）に一致するイオンを
検出した．HPLC－MSの分析から，試料にシルデナフィ
ノレが含有することが確認された．
　HPLGMSで分析したシルデナフィル及び類似成分の
検量線はいずれも検討した濃度範囲（1～5mg／mL）で良
好な直線関係を示した．検量線から試料中のシルデナフィ
ルを定量したところ，1カプセル（内容量0．4g）当たり
38mgのシルデナフィル（クエン酸シルデナフィルとして
531ng）を含有することが明らかになった．国内ではバイ
ァグラの有効成分シルデナフィルが1カプセル中に25及
び50mg含む製品が承認されており，試験品にはこれと
同程度のシルデナフィルが含まれていたことが明らかに
なった．
　以上の結果から，いわゆる健康食品の中には無承認無許
可医薬品が添加された製品が北海道においても流通してお
り，健康被害を招く恐れがあることが明らかとなった．他
の健康食品にもこのような無二三無許可医薬品が含まれて
いる恐れがあることから，今後もこれらの検査を継続する
ことが重要と考えられる．
図3A　HPLC－PDAによる標準品のスペクトル
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図4　シルデナフィル及び類似成分のマススペクトル
　標準液の濃度＝10μg／mL
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図3B　HPLC－PDAによる標準品と試験品の
　　　スペクトルの比較
　破線：シルデナフィル標準品，実線：試験品
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図5HPLC－MSによるシルデナフィル及び類似成分の
　　マスクロマトグラム
　A：標準溶液，各成分いずれも5μg／mL
　B：試験品の抽出液，試験品の重量あたり10，000倍に希釈
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